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Webcat 後継の検索サービスについて 

 
NACSIS-CAT（総合目録データベース）の書誌・所蔵データを利用したウェブ上の検索サービ

スとして，平成 9(1997)年 4 月からサービスを開始した Webcat は，平成 24(2012)年度末を以て

サービスを終了することとなりました。長年にわたる皆様のご愛顧・ご厚情に感謝申し上げます。 
今後，Webcat の後継サービスとして，検索機能をより拡張した CiNii の新規メニュー「図書・

雑誌検索(Books)」を提供する予定です。これにより，利用者の多様なニーズにあわせて，それぞ

れ特色のあるウェブ検索サービスを以下のように提供していきます。 
 
１．CiNii 図書・雑誌検索(Books) ― 図書館の資料にアクセスする近道 
 
対象：本を借りたい，資料を取り寄せたい図書館利用者向けのウェブ検索サービス 
開始：平成 23(2011)年度後半から提供予定（URL は追ってご案内します） 
概要：総合目録データベースの書誌情報および大学図書館等の所蔵情報を提供する検索サービス

です。大学ごと・地域ごとの絞込み検索や，図書館 OPAC への直接リンク（p.3 参照）な

ど，図書館との連携を強めていきます。あわせて，NACSIS-CAT のデータ(書誌情報・所

蔵情報・著者名典拠情報・参加組織情報)を，他のウェブサービスから有効に活用していた

だくためにウェブ API（p.4 参照）を公開する予定です。 
 
２．Webcat Plus ―「連想×書棚」で広がる本の世界 
 
対象：あらゆる書籍を網羅的に探したい一般利用者向けのウェブ検索サービス 
開始：平成 14(2002)年 10 月から提供中（平成 22 年 6 月全面リニューアル済み） 
URL：http://webcatplus.nii.ac.jp 
概要：大学図書館，国立国会図書館，公共図書館等の蔵書を始め，古書店や新刊書店の所蔵情報，

青空文庫や NDL 近代デジタルライブラリ等の電子書籍情報まで，現在入手可能な書籍を網

羅的に探す検索サービスです。出版社提供の目次や概要も検索できます。興味をもった書

籍や検索条件を「連想×書棚」に保存すれば，そこを基点に連想検索で関連書籍を収集し，

ウェブ上の情報源から関連情報を検索できます。 
 

（学術コンテンツ課） 
 
 



NACSIS-CAT/ILL ニュースレター33 号 (2011.7.29) 
 

3 

 
CiNii 図書・雑誌検索（Books）からの図書館 OPAC への 

直接リンクについて 
 

平成 23(2011)年度後半から提供予定の CiNii 図書・雑誌検索(Books)からは，図書館 OPAC へ

の直リンクを形成することができます。これにより，CiNii 図書・雑誌検索(Books)の書誌詳細画

面から，各参加館の OPAC の該当書誌に遷移し，各図書館で扱っているより詳細な情報を確認す

ることができるようになります。 
 

【OPAC への直接リンクの形成方法】 
参加組織情報の POLICY フィールドに，所定の形式の記述を追加してください。 

 
POLICY:OPACURL:http://xxx.xxx.xxx/xxx?ncid=<NCID> 

 
POLICY フィールドの先頭に「OPACURL:」と書いてください。 
http://xxx.xxx.xxx/xxx?ncid= の箇所に自館の OPAC における NCID でレコードを一意に特定

するための URL を記入してください。 
実際に CiNii 図書・雑誌検索(Books)で表示される際には，<NCID>に該当書誌の NCID が設定

されます。 
なお，記入方法の詳細は各参加機関でお使いの図書館システムの仕様をご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
【参加組織情報の修正方法】 

以下のマニュアルを参考に，自館の参加組織レコードを修正してください。 
 
◆ 目録システム利用マニュアル第 5 版「4.8.2 参加組織レコードを修正する」 

 
URL：http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/MAN2/MAN5/CAT5/4_8_2.html 

 
 

（学術コンテンツ課） 

記入例：POLICY:OPACURL:http://opac.nii.ac.jp/opac?ncid=<NCID> 
 
記入例において，書誌<BA56167252>を表示した場合，生成されるリンク先：

http://opac.nii.ac.jp/opac?ncid=BA56167252 
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ウェブ API の公開について 
 

『次世代目録所在情報サービスの在り方について（最終報告）』(平成 21 年 3 月刊)での提言に

基づき，書誌・所蔵データのウェブ API(Application Programming Interface)を公開します。こ

れにより，外部のサイトから NACSIS-CAT のデータを利用することが可能となり，付加価値の

高い新しいサービスで NACSIS-CAT のデータが一層活用されることが期待されます。 
 
（１）提供する機能 
 検索 API：OpenSearch（Atom1.0 および RSS1.0）ならびに OpenURL に対応 
 書誌 API：RDF フォーマットで提供 
 
（２）利用方法 
 API の利用については申請制とします。 
 詳細は，公開時に，NACSIS-CAT/ILL ホームページでお知らせします。 
 
（３）公開する対象データの範囲 
 公開する情報は以下のとおりです。当面の更新頻度は週 1 回とします。 
   ・書誌情報（参照ファイルは含まない） 
   ・所蔵情報 
   ・著者名典拠 
   ・参加組織情報 
 
（４）著者名典拠の公開の詳細 
 著者名典拠についても，ウェブ API および CiNii 図書・雑誌検索(Books)で公開します。 
 なお，公開する項目は以下の項目に限定します。 
   ・著者名の表記 
   ・著者名のヨミ 
   ・著者標目の付記事項（生没年は除く） 
   ・著者名の別名表記 
   ・リンクされている書誌の書誌事項 

 

（学術コンテンツ課） 
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東日本大震災による計画停電への対応について（報告） 
 

東日本大震災の影響による東京電力の計画停電により，目録所在情報サービスは 3 月 14 日未明

にサービスを停止しました。これは，目録所在情報サービスを提供している国立情報学研究所の

サーバが計画停電の対象地域である千葉市にあったため，サーバの継続的稼働の見込みが立たな

いことから停止したものです。その後，3 月 16 日から，計画停電に合わせた形での限定的サービ

スを再開いたしました。サービス提供時間と利用状況は以下のとおりです。 
 

3 月 11 日震災後のサービス時間と利用状況  

日付 サービス時間  接続端末  

3/11(金) 9:00～20:00 （震災発生） 44,337 

3/12(土) 9:00～18:00 9,551 

3/16(水) 8:00～10:00, 18:00～20:00 23,946 

3/19(土) 9:00～16:00 11,512 

3/23(水) 15:00～20:00 13,894 

3/24(木) 8:00～18:00 54,369 

3/25(金) 10:00～20:00 44,833 

3/26(土) 8:00～10:00 9,900 

3/28(月) 9:00～20:00 38,439 

3/29(火) 9:00～20:00 41,132 

3/30(水) 9:00～20:00 40,982 

 
4 月 1 日以降は，サービスをほぼ通常運用の形で提供することが可能となりました。停止して

いた海外 ILL についても，4 月 14 日から通常運用を再開しました。 
また，地震の影響による ILL レコードの特別措置およびレコード調整の特別措置を行いました。 
 
今夏季期間については，国立情報学研究所では縮退運転により，節電を実施いたします。各サー

ビスへの影響はありません。 
 

（学術コンテンツ課） 
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平成 23 年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業 
総合目録データベース遡及入力事業の実施 

 

平成 23 年 3 月 23 日付文書にて照会しました，「平成 23 年度次世代学術コンテンツ基盤共同構

築事業 総合目録データベース遡及入力事業」について，26 機関から応募がありました。 
選考の結果，以下の 8 機関が実施内定となりました。 

 

機関名 

北海道大学 
東京大学 
お茶の水女子大学 
一橋大学 
名古屋大学 
京都大学 
大阪大学 
国際大学 

 

 

「平成 23 年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業 総合目録データベース遡及入力事業」

については，以下のサイトを御参照ください。 
 

URL：http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/infocat/sokyu/ 
 

 

（NACSIS-CAT 担当） 
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和古書の統一書名典拠作成規則（コーディングマニュアル）案への 
パブリックコメントの募集 

 
和漢古書に関する取扱いについては，平成 15 年 6 月から本運用を開始しておりますが，その中

で統一タイトルの取り扱いについての具体的な作成規則については検討中としておりました。 
このたび，統一書名典拠検討ワーキンググループにおいて，和古書の統一書名典拠の作成規則

について検討し，作成規則（コーディングマニュアル）案を作成しました。 
 
和古書の統一書名典拠作成規則（コーディングマニュアル）案 

 

URL：http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/catmanual_draft.html 
 

 
つきましては，このコーディングマニュアル案へのご意見を募集いたします。 
 
 
 
 
 
 
意見等募集期間：平成 23 年 8 月 1 日（月）～8 月 31 日（水） 
 
なお，お寄せくださったご意見は，個人を特定できる情報を削除した上で，公開させていただ

く場合があります。 
 

 

（NACSIS-CAT 担当） 
 

宛先：国立情報学研究所 学術コンテンツ課 NACSIS-CAT 担当 
E-mail：catadm@nii.ac.jp 
Subject：統一書名典拠作成規則案について 
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ILL 文献複写等料金相殺サービス処理報告 

（平成 22 年度第 4 四半期～平成 23 年度第 1 四半期） 

 
ILL 文献複写等料金相殺サービスの処理状況は，以下のとおりです。 
 
■ 平成 22 年度第 4 四半期（平成 23 年 1 月～3 月） 
・利用機関数：817 
・処理対象 ILL レコード件数：154,437（NACSIS-ILL 総レコード件数：172,695 ） 
 

  対債務機関 対債権機関 

機関数 463 354* 
NII の請求額/支払額 17,153,136 ▲17,096,415* 

相殺金額 17,153,536 ▲17,153,536 
運営費（税込） 1,575 1,575 
前期債権繰越額 ▲2,158 ▲3,527 

内
訳 

振込手数料 183 59,073 
* 対債権機関の機関数，NII の支払額には次期繰越分(2 機関，216 円)が含まれています。 

 
 
■ 平成 23 年度第 1 四半期（平成 23 年 4 月～6 月） 
・利用機関数：826 
・処理対象 ILL レコード件数：201,572（NACSIS-ILL 総レコード件数：222,962 ） 
 

  対債務機関 対債権機関 

機関数 473 353* 
NII の請求額/支払額 23,912,937 ▲18,673,575* 

相殺金額 20,939,337 ▲20,939,337 
運営費（税込） 2,973,600 2,223,900 
前期債権繰越額 0 ▲216 内

訳 

振込手数料 

 

 

 

42,078 

* 対債権機関の機関数，NII の支払額には次期繰越分(15 機関，8,394 円)が含まれています。 
 

（NACSIS-ILL 担当） 
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平成 23 年度 NACSIS-CAT/ILL ワークショップの実施報告 

 
平成 23 年 7 月 20 日（水）～22 日（金）に，「目録所在情報サービスの課題解決」をテーマに，

国立情報学研究所国際高等セミナーハウス（長野県軽井沢町）において NACSIS-CAT/ILL ワー

クショップを開催しました。 
今年度のワークショップは，目録所在情報サービスの新しい枠組みを視野に入れた目録業務の

あり方を考える契機とすることを目的に，3 日間の合宿形式で行いました。受講者は「運用体制」

「人材育成」のいずれかをグループ討議のテーマとして選択し，各グループとも活発に討議を行

いました。台風一過の最終日は，成果発表と講師も交えた全体討議を行い，大変有意義なワーク

ショップとなりました。 
 
 講義内容 

講義名 講師 

Web サービスの世界における 
NACSIS-CAT/ILL の価値 大向 一輝 国立情報学研究所 

コンテンツ科学研究系 准教授 

NACSIS-CAT/ILL をめぐる人材マネ

ジメントの現状と課題 
米 澤  誠  東北大学附属図書館 総務課長 

10 年後の NACSIS-CAT/ILL の展望 安 達  淳  国立情報学研究所 学術基盤推進部長 

これからの NACSIS-CAT/ILL の運用

体制について 佐藤 義則 東北学院大学 文学部教授 

 
 グループ発表内容 

発表タイトル 受講者 

大園 隼彦（岡山大学） 佐々木 智穂（東北大学）

塩野 真弓（京都大学） 
永野 智春 

（日本社会事業大学） 

脱ガラパゴス・世界で生き残るために

～運用体制の観点からの目録所在情報

サービスの課題解決～ 

三谷 拓也（神戸大学）  

揚野 敏光（名古屋大学） 田上 元江（広島大学） 

中村 健（大阪市立大学） 守永 盛志（山口大学） 

人材育成の観点から見た目録所在情報

サービスの課題解決～図書館員ならメ

タデータが理解できて当然やろう？～

山根 智子（鳥取大学）  

 
  講義資料，受講者の成果物等は，教育研修事業ウェブサイトで公開しています。 
 

URL：http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/ 
 

（教育研修事業担当） 
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